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噂

論|

小
委
及
小
委
粉
閥
税
引
上
是
非

河

田

嗣

員B

問
題
の
二
重
一
意
義

比
頃
小
説
F
t
小
副
賞
品
切
正
に
劃
す
る
闘
枕
を
引
上
ぐ
ぺ
し
ご
す
る
意
見
ご
引
上
戸
、
ぺ
か
ら
宇
ご
す
る
意
見
Z
が、

火
花
を
散
ら
し
て
宰
つ

τ居
る
。
一
そ
し
て
共
争
は
一
方
は
農
業
保
護
の
主
張
よ
b
出
で
、
他
方
は
や
、
工
業
保
護

の
色
彩
を
帯
び
た
主
張
ょ
。
出
て
来
た
意
見
の
相
違
に
依
る
岬
ず
で
あ
る
。
的
ち
問
題
は
晶
曹
の
第
四
十
九
臨
時
議
曾

に
農
村
振
興
の
一
策
己
し
て
「
小
変
及
小
委
粉
輸
入
税
引
上
に
関
す
る
建
議
案
」
が
提
出
可
決
せ
ら
れ
た
る
よ
り
此

方
急
に
生
き
た
問
題
ご
し
て
や
か
ま
し
く
な
ら
、
品
位
又
帝
国
経
梼
舎
議
農
業
部
曾
の
決
議
中
に
も
小
奈
の
総
入
開

税
引
上
を
潟
す
ぺ
し
己
す
る
桐
僚
の
合
ま
れ
た
る
が
矯
め
仁
、
真
に
問
題
に
泊
が
注
が
れ
た
の
で
あ
る
。

併

L
此
の
問
題
は
賞
は
二
つ
の
問
題
か
ら
成
立
っ
て
居
る
の
で
ゐ
っ
て
、
小
市
首
の
轍
入
に
謝
す
る
関
税
を
引
上

(
第
五
腕

昨

論

小
委
及
小
事
帆
材
開
枯
引
上
是
非

第
十
九
巻

ーヒ
宜

七
つ
九



時

論

小
多
及
小
委
静
岡
桔
引
上
是
非

崎
中
寸
九
巻

(
第
五
時
料

七
六
)

t 

O 

「
ぺ
し
ご
す
る
意
見
に
関
す
る
問
題
ご
、
小
市
宮
粉
の
関
税
引
上
を
鋳
す
吋
し
ご
す
る
意
見
に
関
す
る
問
題
ご
は
、

互
に
関
聯
し
た
問
題
で
あ
り
乍
ら
、
そ
の
意
義
に
於

τは
各
々
濁
立
し
た
も

ωで
ゐ
る
。
小
委
の
総
入
閥
税
を
引

上
「
ぺ
し
ご
す
る
は
、
主
ご
し
て
内
地
農
業
保
護
の
矯
め
じ
之
を
行
は
ん
さ
す
る
も
の
で
ゐ

h
、
然
か
も
そ
の
意

義
は
又
後
に
通
ぶ
る
如
〈
二
様
に
分
れ
る
が
、
兎
に
角
農
業
保
護
政
策
己

L
t
考
へ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
然
る

に
小
委
扮
閥
税
の
引
上
に
至
つ
て
は
、
小
察
関
税
ご
の
釣
合
上
よ
り
来
る
も
り
で
ゐ
っ
て
、
若
し
そ
れ
に
保
護
政

策
Z
し

τの
意
義
あ
ら
ば
、
そ
れ
は
主
ご
し

τ内
地
製
粉
業
の
保
護
芭
レ
ふ
こ

Z
之
で
あ
る
o

従
て
後
者
は
そ
れ

だ
け
で
は
庭
接
に
は
農
業
保
護
の
意
義
を
有
た
ぬ
。

き
れ
ば
小
委
関
税
引
上
ご
い
ふ
こ
ご
、
、
小
市
営
粉
関
税
引
上
ご
い
ム
こ
正
、
は
、
雨
者
が
別
々
仁
な
っ
て
各
々

軍
濁
じ
表
は
れ
て
来
た
な
ら
ば
、

之
仁
闘
す
る
議
論
は
別
々
に
獅
立
し
た
議
論
ご
し
て
威
主
つ
外
は
な
い
。
政
策

論
ご
し
て
は
雨
岩
に
直
接
関
聯
し
た
共
通
貼
は
な
い
。
然
る
に
今
現
賓
の
問
題
己
し

τは
隔
者
が
会
し
て
一
つ
の

問
題
ご
な
っ
て
表
は
れ
て
来
て
居
る
も
の
だ
か
ら
、
議
論
も
ご
つ
も
や
に
な
っ
て
表
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
吾
々
は
今
此
の
問
題
に
つ
い

τ研
究
官
試
む
る
に
就
い
て
は
、
雨
若
の
見
堺
な
き
混
同
は
之
を
逃
げ

ね
ば
な
ら
凶
か
ら
、
常
に
分
訴
的
に
そ
の
問
題
ご
し
て
の
異
同
を
識
別
し
っ
、
論
究
を
進
め
て
行
く
こ
己
に
注
意

を
携
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
私
は
勿
論
農
業
保
護
政
策
己
し
て
の
蛍
否
に
重
き
を
置
い
て
問
題
を
孜
へ
て

見
た
い
w
Z
思
っ
て
居
る
か
ら
、
小
委
関
税
の
方
面
を
主
ご
し
小
安
粉
関
税
の
方
は
た
い
従
正

L
て
併
せ
取
扱
ふ
こ



主
に
し
た
い
ご
思
ム
。

小
委
及
小
姿
粉
の
需
給
状
態

小
奈
の
総
入
関
税
を
引
上
「
る
の
可
否
に
つ
い
て
孜
へ
る
に
は
、
そ
の
閥
税
引
上
炉
内
地
の
小
奈
生
産
に
封

L

て
保
護
を
奥
ふ
る
に
足
る
や
否
牛
、
そ
の
保
護
は
産
業
政
策
Z
し
て
有
数
の
も
の
で
且
つ
正
嘗
の
も
の
な
る
や
否

ゃ
、
又
そ
J

内
地
滑
費
者
や
製
粉
業
者
の
如
き
ゃ
に
封
し
て
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
や
等
の
諸
黙
に
就
い
て
誇

究
L
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

そ
れ
を
怨
す
に
は
、
先
づ
以

τ内
地
に
於
け
る
小
奏
の
需
給
妹
態
を
寅
地
に
就

い
て
飢
察
し
、
叉
そ
の
岡
田
格
吉
之
に
伴
ふ
諸
事
情
に
就
い
て
肝
究
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
o

そ
-

M

で
先
づ
園
内
に
於
げ
る
小
市
営
の
需
要
拡
態
か
ら
は
入
っ
て
行
〈
。

我
闘
に
於
け
る
小
姿
及
小
変
粉
の
需
要
は
、
近
年
著
し
(
増
加
し
て
来
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
主

t
L
て
麺
包
、

素
麺
其
他
の
所
謂
麺
類
、
菓
子
等
の
原
料
Z
し
て
周
ゐ
ら
る
、
も
の
で
、
此
等
の
消
費
が
年
ご
共
仁
増
加
す
る
に

越
れ
、
小
委
紛
の
需
要
が
殖
え
、
従
て
叉
そ
の
原
料
た
る
小
奈
の
需
要
が
増
加
し
た
実
第
で
あ
る
。
試
に
之
を
貫

敷
に
つ
い
て
見
る
に
、
農
商
務
省
農
務
局
の
調
査
に
依
れ
ば
、
小
委
及
小
委
紛
の
消
費
額
は
左
表
の
過
ち
で
あ

る
。
(
車
位
石
)

時

論

小
宴
及
小
虫
垂
骨
閥
祇
引
上
是
非

七

(
第
五
挽

七
七
)

第
十
九
巻

農務局報第三十二親f葬其ノ他般物要覧M犬正十主年九月)'9買。、1) 



時

小
夢
及
小
委
粉
闘
枕
引
上
是
非

(
第
亙
抗

七
入
)

七

第
十
九
巻

論

質

脂

大

元

年

七
、
五
宜
九
、
七
三

λ

年

六
、
一
一
九
.
四
二
八

六
、
六
八
七
、
七
三
三

回
、
六
五
=
一
.
=
六
4
4

豆
、
一
一
穴
‘
四
五
九

大

正

じ

正

F、
年

凡
、
九
六
七
J
一
二
七

同

年

同

九

年

六
、
九

O
玉
、

O
回
大

一
O
J
1
三
六
、

o
z
o

同

年

同

十

年

同

四

年

同

同

宜

同

王
、
一
一
一
九
、

O
O九

十

年

八
、
二
八
一
、
四
λ
一

年

同

ノ、

五、
λ
二
入
、

O
大
O

年

平

均

大
正
九

1
i
一
一
年

λ
、
五
七
回
、
一

λ
二

大
正
ニ

1
i
六

年

王
、
問

λ
一一、九

O
E

同

七

l
i
一
一
年

入
、
四
四
九
、
九

O

五
、
二
六
九
，
九
五
ニ
持

明
拍
凹
一

l
!大
正
元
年

右
表
に
照
し
て
其
の
増
加
の
勢
の
如
何
に
額
著
な
る
か
を
見
る
こ
ピ
が
出
来
る
。
ぞ
し
て
其
勢
は
特
に
大
正
七

年
頃
か
ら
著
明
に
な
っ
て
居
る
が

十
年
に
於
て
念
に
増
加
し
て
居
る
の
は
、
後
に
示
す
所
に
依

τ明
か
な
る
如

〈
、
嘗
時
欧
州
州
大
戦
が
終
局
を
結
む
で

小
変
は
世
界
的
に
供
給
上
多
大
の
俄
格
が
生

ι従
て
我
闘
に
劃
す
る
輪

人
が
激
増
し
た
縛
め
で
あ
る
か
ら
・
之
は
異
例
ご
見
る
外
は
午
い
。
然
し
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
も
、
最
近
大
抵
年

額
七
、
入
百
万
石
の
消
農
は
平
常
扶
態
ご
し
て
行
は
る
、
有
様
で
あ
る
。

次
に
小
婆
粉
の
み
に
就
い
て
其
の
需
要
朕
態
を
見
れ
ば
、
内
地
に
於
け
る
そ
の
推
定
消
費
量
左
の
如
し
o

大

袋

二
ハ
、
九
七
λ
、
九
五
六

年

-
丸
、
λ
九

0
・
ニ
穴
一
明

元

年

大

正

七

正

註=本表は，j、豪粒及小塞掛(粒に換算)の合計を示すもりである。

束背抱擁商品年鑑356頁(大正一 A 二年版)。
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同

年

一
O
、
九
二
六
三
一
二
五

一
五
、
八
ニ
五
、
七
ー
六
七

同

年

二
九
、
二
三
、
四
三
六

二
ニ
.
λ
一
一
ニ
‘
七
三
七

同

年

y、
同

ブL

向亘

同

四

年

一
回
、
七
八
八
、
λ
二
三

同

十

二
七
J
一
五
回
、
四
一
λ

|司

五

一
六
‘
九
六
四
、

0
0
0

一
六
‘
九
八
O
J
C
一
ニ

年

同

寸4

年

四
.
五
六
六
、
王
O
E

年

同

ノ、

年

や
は
り
大
正
七
年
以
後
急
に
増
加
し
て
居
る
が
、
卒
均
一
ヶ
年
の
増
加
歩
合
を
見
る
も
、

一
割
三
分
強
に
及
ぶ

ふ
に
、

有
様
で
あ
る
o

そ
し
て
此
の
多
量
の
消
費
は
如
何
な
る
方
面
に
如
何
な
る
歩
合
に
於
て
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
か
ご
い

「
小
公
及
小
髪
一
粉
関
税
引
上
反
謝
意
見
書
」
な
る
も
の
、
示
す
所
に
よ
れ
ば
、
う
ど
ん
及
素
麺
類
七
割
五
分

麺
包
菓
子
類
一
割
二
分
揚
物
用
四
分
雑
用
九
分
ご
い
ふ
割
合
に
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

然
ら
ば
新
〈
の
如
き
需
要
仁
劃
し
て
、
供
給
は
如
何
に

L
て
行
は
る
、
か
ご
い
ふ
ヘ
主
た
る
部
分
は
勿
論
岡

内
に
於
け
る
生
産
を
以

τせ
ら
れ
る
が
、
外
国
よ
り
の
輸
入
に
待
つ
部
分
の
随
分
多
大
な
る
噌
』
ご
は
注
意
を
要
す

そ
の
内
鍔
左
表
の
如
き
有
様
で
あ
る
。
(
車
位
石
)
持

ゐ
一
加
で
あ
る
。
之
を
官
一
致
に
照

L
窺
へ
ば
、

内

地

生

産

額

大

正

ヰ

E
.
一
七
九
、
E
C
C

元

年

伺

E
.
ニ
二
六
、
九
四
七

年

同

年

四
‘
四
八
λ
‘
ニ
三
九

五
J
一
=
二
、
O
九
六

同

四

年

時

小
婆
及
小
市
宮
崎
闘
枕
引
上
是
非

-u附

輸

輸

入

超

過

額

(
ム
輸
出
超
泊
)

一
、
O
九

0
.
一
ニ
O
ニ

入

額

移

入

額

一、

O
九
0
.
四

O
大

一
一
、
E
λ
七

戸
、
五
四
一
一
一
.
六
九
大

三
四
λ
J
一
一
λ
=
一

豆
七
、
λ
宜
主

四
九
、
一
三
三

一
問
、
一
ニ

0
0

二
三
、
O
四
三

一
、
.
宜
四

0
.
四
O
四

ニ
ニ

O
、五

O
七

-
E
=
一
、
六
五
六

第
十
九
巷

(
第
五
挽

十
九
)

七
-
一
三

主宰其ノ他殺物事質Eι'9頁。
註 1=移入額は朝鮮及憂罪事よりの移入。

2= 畳宇は.~.て小選F粒瓦小葬骨(粒に換算)白合計。
3=貿易額は菱自需給関係により宮年七月より翌年六月に至る年度による。
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時

同同同同同同同

論

小宮智
B
A
小
宴
掛
閥
措
引
上
是
非

(
第
五
観

入
。
)

七

回

街

崎

入

超

過

額

(
ム
輸
出
超
過
}

六
-
一
一
‘
六
大
三

A

一、
0
0
七、一

λ
E

第
十
九
巻

内

地

生

産

額

輸

移

入

" 
-、一

λ
一一コ九
λ
E

二、七
O
大
.
入
入
。

九
八
六
.
一
二
λ

豆、
C
O丸
、
車
二
回

ニ
、
七
ニ
λ
、λ
王五

右
表
に
困
て
之
を
見
れ
ば
、
内
地
の
生
産
量
は
、
大
正
元
年
以
来
徐

h
著
し
き
濃
化
な
〈
、
平
常
的
朕
態
正
し

入

額

E 

玉、
A
A
七
J
ユ
四
四

七一、
λ
六一

増
加
を
示
し
、

て
は
五
百
高
石
墨
を
保
っ
て
居
る
。
異
常
の
獄
態
ご
し
て
は
、
大
正
式
、
七
、
入
年
の
三
ヶ
年
に
渉
っ
て
著
し
き

一
四
六
、
回
O

年

~J、

犬、七
λ
七
、
四
七
六

λ
回、
λ
七

ニ
四
一
一
、
三
七
一

一
躍
六
百
高
石
に
上
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
之
は
其
の
嘗
時
に
於
け
る
内
地
経
済
界
の
一
般

ら
は
、
内
地
の
生
産
も
九
年
以
降
減
少
す
る
こ
ど
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。

年

七

-
大
.
四
三
一
、
四
七
一

大
‘
三
六
0.λ
四
七

五、
λ
丸
心
、
入
亙
九

一、一
λ
四
J
7
八九

四
丸
、
コ
一
四
九

年

F、

年

一、七
O
λ
.
一穴
O

一.
0
一一一一‘入大ニ

四
六
、
九
六
七

一七
=
J
一九一

の
好
景
気
の
勉
め
に
麹
製
品
や
菓
子
類
な
H

と
に
謝
す
る
需
要
増
加

L
た
る
に
、
小
多
及
小
市
営
粉
の
轍
入
は
大
戦
の

九

年

骨
岬
め
却
っ
て
減
少
せ
る
こ
ご
本
表
の
示
す
所
の
如
〈
だ
っ
た
匁
め
仁
、
立
(
の
債
格
騰
貴
し
た
る
勢
に
促
古
れ

τ、

寸a

年

五、
E
A
ニ
J

一0
0

宜
.
七
二
大
、
大
ニ
ニ

ヤ

R
.
0
ニ
0
.六
=
λ

=
.
λ

一ニ
λ
J
一四七

一
六
一
、
二
五
O

四
λ
、一

C
E

内
地
生
産
が
刺
戟
さ
れ
、
急
に
そ
の
一
生
産
量
を
増
す
に
至
り
た
る
も
の
吉
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
て
大
正
入
年

幹

以
筏
海
外
よ
り
の
職
入
が
増
加
し
、
小
姿
及
小
婆
粉
債
も
大
正
九
年
以
後
漸
次
下
向
す
る
勢
を
見
る
に
至
っ

τか

十

年

(
此
の
獄
況
は
後
に
小
多
及
小
委
粉
の

持註=大正九年に於ける輸入額({)!Tv、白仕前年四輸入が多過ぎて其持越自多畳だ

った誌であらう.



債
格
が
内
地
生
産
に
費
し
て
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
見
、
引
い
て
此
等
に
謝
す
る
保
護
関
税
の
生
産
政
策

上
に
於
げ
る
致
果
を
致
ふ
る
場
合
に
参
考
と
な
る
獄
況
で
あ
る
か
ら
、
務
め
注
意
し
て
之
を
見
て
置
〈
必
要
が
ゐ

る
C
)輸

入
の
側
に
在
つ
て
は
、
欧
洲
大
戦
の
耐
だ
っ
た
嘗
時
は
著
し
〈
其
の
数
量
を
減
じ
、
大
正
四
、
五
、
六
年
に

渉
り
其
扶
著
明
で
大
正
五
年
及
六
年
の
如
き
は
総
出
が
盛
に
行
は
れ
た
匁
め
に
却
っ
て
聡
出
超
過
を
示
し
た
程
で

め
っ
た
。
然
る
に
戦
も
漸
〈
山
が
見
へ

τ来
た
頃
か
ら
其
増
加
の
勢
を
塁
し
、
内
地
需
要
の
増
加
古
市
債
の
勝
賞

正
は
盆
々
其
勢
を
進
め
、
平
和
克
復
の
後
に
は
其
勢
最
も
甚
し
く
大
正
十
年
の
数
字
の
一
示
す
が
如
き
突
飛
な
る
増

加
を
刷
局
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
朝
鮮
及
肇
海
よ
h
せ
ら
品
、
移
入
の
数
量
に
至
つ
て
は
、
内
地
産
額
主
総
入
額

ご
を
合
せ
た
る
も
の
が
、
内
地
の
需
要
に
刑
判
す
る
供
給
正
し
て
十
分
之
を
充
し
得
5
る
補
充
ご
し
て
そ
の
移
入
を

見
る
究
第
な
れ
ば
、
外
岡
よ
り
り
稔
入
額
の
著
し
き
減
少
を
見
た
る
大
正
六
年
に
例
外
的
に
大
い
な
る
額
を
示

し
、
其
後
は
内
地
産
額
の
増
加
に
座
迫
さ
れ
て
減
少
し
、
大
正
九
年
以
後
は
又
内
地
産
績
の
減
少
に
件
ひ
増
加
し

て
移
入
が
多
量
己
な
っ
て
居
る
。
然
L
之
は
た
い
補
充
的
な
働
を
錯
す
に
過
ぎ
な
い
で
、
供
給
獄
態
に
甚
し
き
影
・

響
を
及
ぼ
す
に
は
足
h
m
H
。

兎
に
角
小
褒
及
小
委
粉
の
内
地
需
要
が
時
に
多
少
の
麗
動
こ
そ
あ
れ
、
比
年
着
々
増
加
し
て
居
る
に
叫
却
し
て
、

そ
の
供
給
の
側
を
見
れ
ば
、
内
地
生
産
の
扶
況
正
外
岡
よ
b
の
輸
入
の
朕
況
正
が
、
相
縫
れ
て
、

一
張
一
弛
の
形

時

官官

小
葬
及
小
宴
粉
閲
揖
引
上
是
非

第
十
九
巻

(
第
五
貌

A 

) 

七
一
一
且



nj 

論

小
婆
及
小
凄
掛
閲
税
引
上
是
非

を
示
し
て
居
る
こ
ご
は
、
本
論
の
研
究
せ
ん
芭
す
る
所
の
主
題
に
謝
し
て
意
義
深
長
な
る
も
の
ゐ
る
を
見
遁
し

τ

七
一
一
六

は
な
ら
ぬ
の
で
ゐ
る
。

小
委
閲
積
三
小
委
市
債

現
在
に
於
け
る
我
闘
の
小
市
営
及
小
A
A
粉
需
給
紋
銭
は
、

第
十
九
巻

(
第
五
貌

" ) 

上
に
一
不
す
湿
り
で
あ
る
か
ら
、
今
の
所
園
内
の
生
産
は

到
底
金
需
要
を
充
す
に
足
ら
守
、
外
図
よ
り
の
輸
入

Z
朝
鮮
憂
狩
よ
り
の
移
入
三
を
以
工
ぞ
の
少
か
ら

F
る
部
品
川

を
補
っ
て
居
る
有
様
で
め
る
。
然
る
に
其
の
聡
入
は
主
=
し
て
小
多
粒
に
於
て
行
は
れ
、

小
市
営
粉
は
そ
の
輸
入
最

少
〈
年
に
依
つ
て
は
聡
移
出
量
は
却
っ
て
聡
入
量
を
超
ゆ
る
有
様
で
あ
る
。
設
に
之
を
示
せ
ば
(
皐
位
小
委
は
石
。

小
変
粉
は
袋
)

小

姿

輸

移

入

超

過

舟

2入，j、
o 附出婆

~ 出超粉

杢超過附

宙利迫量移

大

正

元

年

vm 

間六一、二四一-一

同

/、
プす、
プ守ノ、

年

一J
一
七
丸
、
九
九
六

同

年

一
九
、
七
四
六

一九
八一
八=、、
C 、七

一四

品

同

年

ム一

.
0
七
四
‘
穴
t
六

四

同

五

ム
一
.
四
1
0
.
六
回
丸

年

一
九
三
、
ニ
λ
λ

大

正

七

同

ノk

同

九

同

十

同

十

年

小

委

愉

移

入

超

過

卦

年
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1・

~li 

年

一
、
九
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一
四
五
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O
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C
O
九

ニ、四回=一、
O
四
O

年年

、九一
λ
、北
λ

小

葬

掛

愉

移

入

出

超

過

霊

(
ム
輪
山
超
過
)袋

ム
一
寸
七
穴
式
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九
四
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とさ込

一
二
三
七
ニ
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O
一
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三
一
九
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0
先
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五
ニ
七

大
一
玉
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O
七
六
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同

年

一
九
五
.
九
七

A

五
、
四
七
O
、
四
六
八

ざ
い
ふ
有
様
な
り
Z
す
る
o

そ
一
」
で
問
題
ご
な
る

-
3」
は
、
此
の

E
額
な
る
小
市
貨
の
輸
入
に
封
し

t
内
地
生
産
量

」
了
き
号
な
い
な
ら
ば
、

4

4

1

 

を
増
加
せ
し
め
、
段
々
内
地
産
小
安
を
以
て
聡
入
口
聞
を
晒
淫
す
る
を
得
る
や
否
や
、
若
し
駆
逐
す
る
古
い
ふ
程
に

せ
め
て
年
々
増
加
す
る
需
要
に
輔
副
し

τ之
を
充
す
だ
け
で
も
内
地
産
小
委
の
増
殖
に
依
て

行
は
れ
得
る
や
ご
い
ふ
こ
ご
之
で
ゐ
る
。
印
も
共
錦
に
は
外
国
よ
り
せ
ら
る
、
輸
入
に
封
し

τ保
護
関
税
を
賦
課

す
る
を
可
正
す
る
や
否
や
古
い
ふ
こ
正
之
で
あ
る
。
ぞ
し
て
此
黙
が
貨
に
論
者
の
見
解
の
岐
る
、
所
で
ゐ
っ
て
、

或
側
の
人
一
々
は
、

わ
ん
ご
へ
小
婆
脈
入
関
税
を
引
上
げ
て
内
地
生
産
を
保
護
す
る
ご
も
、
現
時
の
放
況
を
以

τす
れ

ば
、
内
地
の
生
産
は
み
」
然
行
詰
っ
て
居
る
の
だ
か
ら
、
之
を
府
加
せ

L
む
べ
き
見
込
は
な
く
、
然
か
も
反
封
に
其

の
関
税
引
上
は
小
券
市
債
を
騰
貴
せ
し
め
、
従
て
小
勢
及
そ
り
製
品
に
劃
す
る
需
要
を
減
退
せ
し
む
る
結
果
、
抗

角
後
遺
し
市
取
れ
る
内
地
製
粉
業
智
麿
迫
し
て
其
の
後
迭
を
阻
擬
す
る
弊
害
を
惹
起

3
v
?で
得
十
、
品
川
又
園
内
に

於
け
る
市
債
の
勝
良
を
賛
し
て
消
費
者
一
般
の
不
利
盆
己
な
ら
さ
る
を
得
な
い
さ
主
張
す
る
。
然
る
に
之

Z
異
れ

る
意
見
を
有
す
る
も
の
は
、
内
地
に
於
け
る
小
姿
の
生
産
は
直
接
に
小
市
首
の
市
債
に
影
響
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る

か
ら
、
今
関
税
引
上
の
結
果
市
街
が
騰
貴
す
れ
ば
、
小
袋
一

ω作
付
反
別
も
増
加
し
告
の
生
産
量
従
て
増
加
す
る
こ

己
、
な
っ
て
、
農
業
振
奥

ω
一
助
ご
な
る
は
勿
論
、
園
内
に
於
け
る
食
精
供
給
を
豊
か
に
す
る
貼
に
於
て
も
闘
拍
車

上
有
利
な
り
己
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

!J-j": 

前

小
山
骨
及
小
委
粉
閥
措
引
上
是
非

第
十
九
巻

(
第
五
弧

λ
一ニ)

-t: 

-10 



時

論 J

小
委
及
小
宴
粉
閥
暗
引
上
是
非

第
十
九
巻

{
第
百
班

λ
四
)

七

λ 

今
こ
の
雨
主
張
の
嘗
否
を
判
断
す
る
に
嘗
つ
て
は
先
づ
、
小
委
関
税
の
引
上
は
嘗
然
に
囲
内
に
於
り
る
市
債
を

騰
貴
せ
し
む
る
仁
足
る
や
否
や
に
就
い
て
考
へ
て
か
、
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
般
理
論
ご
し
て
関
税
吉
国
内
市
痕
古

の
関
係
h
f
論
A
Y
る
場
合
に
は
、
商
岩
の
問
に
穂
々
の
要
素
の
入
、
り
古
都
る
が
篤
め
に
、

一
概
に
之
を
論
定
す
る
こ
ご

頗
る
困
難
で
あ
る
が
、
今
の
場
合
の
如
〈
我
図
に
於
け
る
小
市
役
の
圏
内
需
要
は
園
内
生
産
だ
け
を
以

τし
て
は
十

分
之
を
充
す
に
足
る
だ
け
の
供
給
を
匁
す
を
得
べ
か
ら
争
、
然
か
も
小
委
ご
い
I

ふ
品
物
は
園
民
一
般
の
食
料
品
で

あ
っ
て
・
米
に
於
げ
る
ほ
ど
で
は
な
く
さ
も
、
兎
も
角
快
「
に
快
が
れ
泊
必
要
品
た
る
場
合
に
は
関
税
の
有
無
、

そ
の
高
低
等
に
は
多
〈
関
係
な
〈
、
或
分
量
の
輸
入
は
必
A
V

行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
次
第
で
あ
る
o

関
税
が
高

〈
せ
ら
る
れ
ば
多
少
ぞ
の
震
め
に
聡
入
量
の
減
少
す
る
こ
さ
心
り
芭
も
、
そ
の
減
少
分
量
の
除
り
多
大
な
る
を
得

f
c
る
吋
き
こ
Z
は
、
小
高
貨
の
如
註
必
要
品
に
謝
す
る
需
要
ゆ
弾
力
の
一
般
的
に
微
弱
な
る
ニ
ご
か
ら
考
へ
て
、
間

進
な
き
所
ご
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
一
見
に
小
委
の
市
場
一
般
己
号
の
債
格
決
定
の
状
況
、

E
f見
れ
ば
、
そ

の
市
場
は
康
〈
世
界
全
館
に
跨
っ
て
居
h
J
、
こ
の
位
康
い
市
場
を
有
す
る
も
の
は
他
に
多
〈
比
類
な
き
ほ
ど
で
あ

つ

τ‘
従
て
そ
の
債
格
決
定
は
庚
〈
陛
界
的
に
見
た
る
需
要
供
給
の
遁
合
蚊
況
如
何
に
依

τ行
は
る
、
も
の
で
ゐ

る。
小説
1
4
い
ふ
商
品
が
斯
の
如
、
き
商
品
で
あ
る
か
ら
に
は
、

一
方
現
今
我
が
園
内
の
消
費
者
は
、
そ
の
関
税
の
有

無
高
低
如
何
吉
、
そ
の
一
債
格
の
少
々
の
高
下
三
に
は
関
係
な
く
、

一
定
分
量
だ
り
の
輸
入
は
必
十
一
行
は
れ
て
、
世



界
市
場
よ
り
之
を
買
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
要
に
迫
ら
れ
て
居
る
。
然
炉
せ

F
る
を
待
、
さ
る
境
過
仁
居
る
吉
岡

時
に
、
他
方
外
国
の
小
説
芦
生
，
産
者
及
び
商
人
は
、

A
1
我
閣
の
関
税
ど
且
向
め
ら
れ
て
そ
れ
ピ
け
園
内
市
僚
が
騰
貴
せ

な
い
で
、
そ
の
関
税
額
は
之
を
自
ら
引
受
け
負
備
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
見
る
に
於
て
は
、
強
い
て
小
姿
を
我
園

仁
実
ら
な
〈
と
も
、
全
部
之
を
他
の
方
面
に
寅
捌
〈
べ
吉
道
を
幾
ら
で
も
持
っ
て
居
る
か
、
若
し
然
ら
す
ご
す
る

も
、
我
園
に
輸
入
せ
巴
る
べ
き
分
量
の
全
部
ご
ま
で
は
行
き
得
な
い
に
し
て
も
、
少
く
も
そ
の
一
部
分
は
之
を
他

に
寅
捌
く
を
待
ぺ
き
地
位
仁
在
る
も
の
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
此
の
二
つ
の
事
情
は
相
助
り
て
蕊
に

ニ
う
い
ふ
結
巣
を
生
守
る
。
即
も
A
1
我
闘
に
於
て
小
婆
関
税
が
引
上
げ
ら
る
れ
ば
、

そ
の
税
額
の
全
部
に
相
官
す

る
.
に
け
囲
内
市
岡
慣
は
騰
貴
す
る
か
、
然
ら

F
れ
ば
少
〈
も
そ
の
一
部
分
に
相
賞
す
る
に
げ
は
囲
内
仁
於
り
る
小
市
営

市
債
を
騰
貴
せ

L
め
、
そ
の
課
税
は
全
部
又
は
少
〈
ご
も
を
の
一
部
分
閥
内
に
於
E
負
携
せ
ら
る
、
こ
ご
、
な

る
o

斯
〈
て
外
国
の
生
産
者
又
は
商
人
は
全
然
ぞ
の
税
負
蹄
帽
を
見
る
、
か
、

北
い
そ
の
一
部
分
に
け
を
負
携
す
る

に
過
ぎ
古
る
こ
吉
、
な
る
。
そ
し
て
増
加
さ
れ
た
る
税
額
の
全
部
が
園
内
に
於
て
負
携
さ
る
、
か
、
叉
は
一
部
分

づ
、
園
内
己
岡
外
吉
に
於
て
負
抽
出
さ
る
、
か
は
、
時
の
小
市
営
市
場
の
世
界
的
な
る
一
般
事
情
ご
、
我
闘
に
謝
し
小

市
首
の
輪
出
国
た
る
岡
正
我
図
Z
の
問
に
於
け
る
特
殊
事
情
正
に
依
て
定
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
何
れ
ご
も
断
言
の

出
来
心
も
の
で
あ
る
。
然
じ
先
づ
現
在
の
般
況
の
下
に
於

τは
関
税
の
全
部
又
は
そ
の
大
部
分
が
、
園
内
に
於
て

負
携
古
品
、
も
の
吉
見
る
外
は
な
い
。

~f 

諦

小
委
及
ル
萎
軸
剛
剛
甜
引
よ
是
非

第
十
九
巻

(
第
五
税

λ
五
)

七

jc 



諭

小
山
宮
及
小
峯
粉
附
股
引
上
是
非

第
十

h
巻

(
第
王
抗

八
六

一七

O 

そ

ιて
関
税
が
悶
内
に
於
て
負
隠
さ
る
、
古
い
ふ
は
、

つ
ま
b
そ
れ
.
に
け
園
内
の
市
績
が
騰
貴
す
る
を
意
味
す

る
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
現
時
の
如
き
朕
怒
り
下
に
於
て
、
小
占
禁
関
税
の
引
上
が
行
は
る
れ
ば
、
大
胆
阻

εれ
に
相
官
す
る
に
け
は

閣
内
市
附
闘
を
附
鵬
首
せ
し
む
る
も
の
ご
見
て
大
過
な
き
所
な
り
ど
す
る
。
そ

L
て
閣
内
仁
於
け
る
負
館
が
何
人
に
依

て
せ
ら
る
、
か
は
、
之
れ
亦
闘
内
に
於
け
る
小
変
製
品
仁
劃
す
る
需
給
の
朕
態
に
依
て
定
土
り
、
小
市
官
製
品
債
格

際
文

ω銭
め
に
、
多
少
そ
の
需
要
が
減
退
す
る
場
合
に
は
、
関
税

ω
一
部
分
は
製
粉
業
者
や
製
組
業
者
等
に
依
て

負
縫
き
る
、
一
」
ご
が
な
い
で
は
な
い
。
然
し
之
も
亦
大
陸
に
於
て
は
結
局
小
安
製
品
消
費
者
の
負
採
さ
な
る
も
の

ご
見
て
大
過
な
き
究
第
で
あ
る
。

新
〈
論
や
る
一
』
J
T
G

に
依
て
私
は
、
小
委
関
税
引
上
の
可
否
に
闘
し
て
表
は
れ
で
居
る
所

ω
二
つ
の
反
謝
意
見
ご

主
張
ご
の
共
に
之
を
論
懐
古
し
て
居
る
所
郎
も
関
税
引
上

ω結
岡
市
内
地
市
債
の
騰
貴
す
る
ご
見
て
居
る
駄
に
つ
い
v

て
は
、
そ
の
見
嘗
遂
に
あ
ら
さ
る
ぺ
き
を
確
め
得
た
の
で
あ
る
o

普
通
に
人
々
は
司
、
の
黙
は
確
か
め
る
迄
も
な
〈

自
明
の
こ

t
の
知
〈
考
へ
て
居
る
り
れ
ど
、
決

L
t
z
う
で
は
な
い
、
確
か
め
て
見
な
り
れ
ば
な
ら
泊
不
定
な
問

題
で
あ
る
o

た
い
品
物
が
小
愛
で
あ
る
こ
吉
、
、
現
時
の
我
闘
に
於
け
る
小
委
の
需
給
紋
態
が
上
に
示
す
所
の
如

く
な
る
が
斜
め
に
、
右
の
如
き
結
論
に
到
達
し
た
迄
で
あ
る
。

(
穀
物
関
税

Z
穀
煩
Z
の
閲
係
に
つ
い
て
は
、
拙

著
穀
腐
の
研
究
第
一
章
表
掠
)



四

市
債
高
低
ご
内
地
生
産
の
増
減

小
班
賓
の
聡
入
関
税
を
引
上
介
、
れ
ば
、
大
健
に
於

τ之
に
相
賞
す
る
額
だ
け
内
地
小
市
賀
市
債
を
勝
良
せ
L
h
U
る
も

の
な
hJ
ご
せ
ば
、
次
に
致
ふ
べ
き
所
は
、
小
高
rh
市
師
恨
の
騰
貨
は
園
内
に
於
け
る
小
萎
の
生
産
を
刺
戟

L
之
を
増
加

せ
し
む
る
仰
を
匁
し
得
る
や
否
や
ご
い
ふ
こ
ご
之
で
あ
る
。

之
は
一
般
論
己
し
て
は
、
内
地
の
小
結
昨
日
生
産
が
他
に
深
き
技
術
上
や
経
済
上
の
理
由
な
く
し
て
、
主
ご

Lτ
市

債
の
高
低
に
依
b
、
そ
の
生
産
費
ご
の
比
較
よ
り
之
を
見
て
採
算
上
引
合
ふ
や
否
や
に
依
っ
て
増
減
す
る
も
の
た

る
限
、
り
、
宮
然
に
市
債
の
岬
胴
長
は
園
内
生
産
を
刺
戟
す
る
に
足
る
も
の
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
現
今
一

般
の
質
批
正
し
て
は
、
農
家
は
頗
る
勘
定
高
く
な
り
、
生
産
を
企
業
ご
し
て
行
ふ
傾
向
段
々
に
強
く
な
っ
て
来
た

矯
め
に
、
濁
ち
小
姿
の
生
産
の
み
な
ら
中
、
養
議
そ
の
他
の
一
帯
に
於
て
も
そ
の
採
算
は
随
分
紳
経
過
敏
に
之
を
潟

す
風
が
生

ιて
来
る
ニ
デ
ピ
注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら
泊
の
で
あ
っ
て
、
市
岡
慣

ω
高
低
が
生
産
叫
肌
態
に
及
ぼ
す
影
響

は

か
な
ち
直
接
で
又
多
大
で
あ
る
。

誌
に
之
を
数
字
に
徴

L
t
、
小
袋
詰
問
問
Z
小
委
作
付
反
別
Z
小
委
生
産
量
ご
を
比
較
し
て
見
れ
ば
、
左
表
示
す

所
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

11 ~J 

論

t 

小
婆
及
小
斐
粉
岡
和
引
上
是
非

第
十
九
巻

(
第
五
扱

λ
七
)

姿其ノ他穀物要覧I頁2頁及8ll(。5) 
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右
表
の
示
す
所
に
照
し

τ之
を
見
れ
ば
、
小
委
市
痩
の
高
か
っ
た
時
期
仁
は
小
古
賀
の
作
付
面
積
も
小
費
生
産
量

も
多
(
、
市
債
の
安
か
っ
た
時
分
に
は
作
付
面
積

t
生
産
量
ご
の
少
か
っ
た
事
費
を
認
め
得
ら
れ
る
。

か
ら
、 却

も
大
正
六
年
か
ら
市
僚
は
騰
貴
し
始
め
入
年
ま
で
引
績
い
て
高
〈
.
九
年
か
ら
叉
下
落
し
始
め
た
の
で
あ
る

そ

ω匝
H
T
仁
従
ひ
六
年
か
ら
入
年
ま
で
の
時
期
に
就
い
て
小
高
賓
の
作
付
面
積
己
生
産
量
子
炉
ι見
れ
ば
、
他

の
何
れ
の
時
期
よ
り
も
最
も
作
付
面
積
も
康
く
従
て
生
産
量
も
最
大

V
2
l
ド
を
示
し
て
居
る
。
之
を
前
表
平
均

歎
に
就
い
て
見
れ
ば
-
容
易
に
知
、
り
得
ら
る
、
如
〈
、
卒
均
作
付
面
積
五
十
六
高
町
歩
を
超
へ
生
産
量
六
百
五
十
二

高
石
'f
突
破
し
て
居
る
。
之
に
比
す
れ
ば
小
安
田
恒
格
の
下
落
し
始
め
た
る
九
年
吉
次
の
ニ
ヶ
年
ご
仁
於
て
は
作
付

前
積
生
産
量
共
に
著
し
(
減
少
L
、
前
者
は
五
十
一
高
徐
町
歩
後
者
は
玉
百
七
十
三
高
徐
石
に
下
っ
て
居
る
。
ぞ

れ
で
も
此
の
三
年
通
・
均
は
之
を
大
正
一
冗
年
よ
り
五
年
に
至
る
平
均
に
比
し
て
見
れ
ば
ま
だ
よ
ほ
ど
小
委
市
岡
闘
が
高

い
か
ら
、
従

τ作
付
面
積
及
生
産
額
は
透
か
に
大
な
る
平
均
敷
を
示

L
て
居
る
。
大
正
一
冗
年
以
後

ω五
年
間
平
均

は
貫
に
作
付
面
積
四
十
九
高
徐
町
歩
生
産
量
五
百
二
十
高
徐
石
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

尤
も
右
最
高
期
間
た
る
大
正
六
、
七
、
人
年
だ
け
に
つ
い
1

て
其
の
各
年
を
比
帥
抗
す
れ
ば
左
表
の
示
す
が
如
〈
小

姿
の
一
作
付
反
別
品
、
生
産
量
も
六
年
よ
り
は
七
年
七
年
よ
り
は
入
年
芭
か
ふ
風
に
少
し
づ
、
減
少
し
T
居
る
が
、
之

は
米
耐
慎
己
の
関
係
、
他
の
変
類
即
も
大
姿
裸
愛
吉
の
関
係
、
其
他
叉
特
殊
農
作
物
Z
の
関
係
に
依
る
も
の
で
ゐ
つ

て
、
各
種
の
農
産
物
の
贋
叫
仰
の
比
較
、

そ
の
牧
支
採
算
、
就
中
賃
金
ご
の
掛
照
、
更
に
は
又
農
民
の
生
産
上
の
思

時

論

小
暮

A
小
婆
粉
闘
揖
引
土
是
非

第
+
九
巷

(
第
五
時
叫

λ
丸
)

士



If，)' 

論

小
夢
及
小
委
粉
闘
枇
引
上
是
非

第
十
力
巻

(
第
五
親

九
O
)

ヒ

同

惑
に
依
っ
て
何
れ
の
作
物
に
最
も
カ
が
注
が
れ
、
土
地
を
何
れ
の
作
物
裁
培
に
用
ゐ
る
か
は
定
ま
る
次
第
で
、
小

古
世
間
四
格
士
日
向
け
れ
ば

=τ、
わ
ん
い
V

そ
れ
に
り
の
理
由
で
以
て
、
を
の
債
格
に
比
例
し

τ共
ω作
付
面
積
増
加
す
る
も

の
ご
は
見
る
-
】
ど
が
出
来
ぬ
。
吾
々
は
た

γ
或
時
刻
々
々
に
就
い
て
大
盤
の
傾
向
を
窺
ひ
得
る

rけ
で
あ
る
。

大

正

大

年

，]、

プぐ婆
ノ、 fr-

l1'I H 
O 而
町積

d、

盛

ノL立

支庄
七 f'fjl 

石

大

正

八

年

百 d一

回 全管

A f乍
五付
o 前

ヒ町署員E

必

ぺ生
大産

。千JA

" 

同

t二

年

五
六
七
.

ぺ凹

同

ゴし

~， 

五
三
一
二
、

λ
九
六

玉
、
八
九
つ

要
す
る
に
・
内
地
に
於
け
る
小
市
首

ω市
債
の
す
同
低
炉
、
内
地
に
於
け
る
生
産
の
増
減
に
封
し

τ直
接
に
関
係
を

之
を
認
め
ね
ば
な
ら
自
の
で
あ
る
o

従
て
債
格
が
戎
税
度
以
上
に
上
ば

h
、
他

の
農
産
物
ご
の
比
較
に
於
て
、
又
そ
の
生
産
的
り
費
用
特
に
労
賃
亡
の
比
較
に
於
て
、
小
説
罫
生
産
が
業
務
ご
し
て
引

九
日
ム
も
の
た
る
に
至
ら
ば
、

t(
の
生
産
増
加
を
見
る
べ
き
こ
ご
は
、
疑
な
き
所
ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
uv

問

有
す
る
も
り
た
る
司
て
己
に
け
は
、

生
産
費
さ
の
比
較
採
算
上
、

題
は
如
何
な
る
程
度
ま
で
小
勢
償
給
勝
良
せ
ば
、
今
日
の
他
山
農
産
物
の
債
格
ご
の
割
問
川
上
又
農
業
努
質
其
他
の
'

小
説
貰
生
産
の
増
加
を
見
る
に
至
る
べ
き
か
ご
い
ふ
、
そ
の
経
度
上
の
問
題
で
ぬ
る
o

五

関
税
引

E
の
蚊
果
如
何

事
情
果

L
τ
然
り
正
せ
ば
、
現
在
の
問
題
己
じ
て
、
内
地
に
於
け
る
小
山
世
生
産
の
奨
附
を
鴬
き
ん
が
潟
め
に
、



外
岡
庭
小
姿
に
岨
到
し
除
入
関
税
eT
増
徴
す
る
政
策
h
a
行
ム
古
し
て
、
そ
の
関
税
の
引
上
は
何
程
之
を
行
へ
ば
有
放

に
ぷ
山
円
的
を
途
上
得
ぺ
き
か
ご
レ
ふ
こ
芭
は
、
十
分
講
究
を
要
す
る
所
ご
謂
ふ
外
は
な
い
。
現
在
の
賞
肢
に
於

て
、
彼
の
衆
議
院
を
遇
過
川
町
る
建
議
案
や
帝
閥
経
路
曾
議
農
業
部
舎
の
決
議
の
要
望
す
る
が
如
〈
小
姿
rH
斤
軍
国

五
拾
銭
の
関
税
ご
匁
し
現
在
的
七
拾
七
銭
を
凡
?
で
は
抑
制
に
引
上
(
る
方
策
を
賀
行
し
た
ご
し
て
、
果
し
て
よ
〈
内

地
の
小
市
営
生
産
が
刺
戟
君
れ
て
そ
の
増
加
を
見
る
に
至
る
べ
き
や
否
や
は
、
農
家
経
済
に
劃
し
て
よ
ほ
ど
立
入
つ

た
研
究
を
し

τ見
た
上
で
な
〈
て
は
・
調
席
断
は
由
来
粂
ね
る
所
で
ゐ
る
。
叉
た
ご
へ
ぞ
の
開
先
を
し
て
見
て
も
、

関
税
引
上
実
施
後
の
諸
事
情
の
鎚
化
如
何
に
依
つ
て
は
、
珠
想
は
如
何
様
に
も
一
義
切
ら
れ
得
る
究
第
に
か
ら
、
閥

税
引
上
の
賞
地
の
穀
果
に
至
つ
て
は
、
殆
ん
げ
と
殻
め
之
を
知
る
こ
之
が
出
来
旧
制
吉
見
る
方
が
過
な
き
を
得
る
で
あ

p
hソ
'
1
J
O

そ
れ
も
思
ひ
切
っ
た
関
税
引
上
げ
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
英
治
め
に
内
地
小
婆
市
債
の
著
し
き
騰
貴
を
見
越

し
符
る
四
何
度
ゆ
も
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
・

そ
が
内
地
生
産
の
増
加
を
賂
来
す
べ
き
こ
さ
は
、
之
を
橡
見
し
得
ら
る
、

け
れ
い
と
、
百
斤
乞
拾
参
銭
程
度
の
引
上
げ
で
来
し
て
よ
〈
生
産
奨
励
の
目
的
を
果
し
得
ぺ
き
や

z
r
ム
賃
際
問
題

に
な
っ
て
来
れ
ば
、
唱
団
見
は
甚
だ
六
ク
敷
い
ご
謂
ふ
外
は
な
い
。

ωも
現
在
の
農
村
労
賃
を
以
亡
し
て
又
肥
料
其

仰
の
債
格
賓
献
を
以

τし
て
、
七
拾
会
鋭
、
己
い
よ
関
税
増
加
が
全
部
小
会
市
岡
恨
の
騰
貴

z
tて
表
は
れ
た
位
の
ニ

芭
で
、
果
し
て
よ
〈
大
い
に
内
地
小
引
す
の
作
付
面
積
も
殖
へ
生
産
量
も
増
す
で
あ
ら
う
か
。
少

L
rら
ゐ
は
増
さ

目E

論

小
姿
及
，
か
葬
粉
附
柑
引
上
是
非

第
寸
力
金

(
第
五
税

九

) 

←七

五



時

論

小
宮
聖
及
小
穿
紳
闘
措
引
土
是
非

第
十
九
巻

(
第
五
就

九

) 

じ

プミ

な
い
ζ

己
も
無
い
が
知
れ
ぬ
が
.
著
し
き
増
加
を
見
ん
こ
=
は
、
甚
だ
覧
束
な
い
次
第
で
あ
ら
う
。

然
る
に
若
し
或
科
度
の
(
例
へ
ば
右
の
如
〈
七
拾
多
銭
程
度
の
)
関
税
を
引
上
げ
て
、
主
(
の
結
果
市
僚
は
そ
れ
ピ

け
騰
貴
し
た

ω
に
、
農
民
は
一
向
小
変
を
増
植
せ
ゃ
う
ご
も
せ
?
、
そ
の
位
の
値
上
り
で
は
ご
て
も
高
い
労
賃
や

肥
料
を
か
け
一
1
牧
支
引
金
ふ
も
の
で
な
い
ご
い
ふ
の
で
、
敢
て
そ
の
一
増
産
を
企

τ
F
Z
仁
於

τ
は
、
関
税
の
引
上

げ
は
結
局
政
策
記
し
て
は
失
敗
に
終
る
外
は
な
く
、
多
少
関
税
枚
入
の
増
加
を
見
て
、
財
政
牧
入
こ
そ
増
せ
、
迷

惑
す
る
は
一
般
消
費
者
吉
、
場
合
に
依
て
は
小
獲
を
原
料
Z
し
て
周
ゐ
る
工
業
者
古
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

之
れ
質
に
内
地
産
業
保
護
の
匁
め
に
行
は
る
、
関
税
政
策
の
六
ケ
厳
い
所
で
ゐ
る
。
も
の
政
策
の
有
数
な
る
を

待
ぺ
き
程
度
の
見
定
め
難
い
v

黙
は
、
政
策
技
術
上
の
大
い
な
る
困
難
吉
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
か
も
一
方
一
般
消

費
者
古
或
洞
産
業
ご
の
利
盆
は
、
保
護
関
税
政
策
の
矯
め
仁
、

乏
か
〈
犠
牲
仁
供
せ
ら
る
、
-
』
吉
、
な
ら
，
さ
る
を

得
な
い
。
小
察
関
税
に
つ
い
て
も
正
に
こ
の
困
難
が
横
は
る
次
第
で
、
然
か
も
倫
ほ
他
方
仁
は
闘
民
食
糧
問
題
己

い
ふ
大
き
な
問
題
が
、
之
に
関
聯
し
て
来
る
こ
さ
を
注
意
せ
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。

ー晶.，、

小
委
閥
税
引
上
の
可
否

斯
る
が
故
じ
小
官
官
関
税
政
策
も
一
般
保
護
関
税
政
策
同
様
に
一
稲
の
ヂ

ν
ン
マ
に
陥
ら
ゲ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
o
即
ち
十
分
有
数
に
内
地
生
産
を
保
護
し
そ
の
増
殖
を
寅
現
せ
〔
酌
ん
ピ
す
れ
ば
、

か
な
h
思
ひ
明
っ
た
高

ν



関
税
を
か
け
る
こ
ご
に
す
る
外
は
な
く
、
或
程
度
以
下
の
低
い
閲
税
を
か
け
た
の
で
は
、
保
護
関
税
ご
し
て
は
意

味
を
匁
き
な
い
次
第
で
ゐ
る
の
に
、
高
い
関
税
は
内
地
に
於
け
る
市
債
の
昂
騰
を
件
つ

τ消
費
者
を
苦
む
る
こ
古

言
な
bJ
、
生
産
者
を
保
護
せ
ん
£
す
れ
ば
消
費
者
を
犠
牲
に
す
る
結
果
に
陥
り
、
消
費
者
の
利
害
を
等
重
し
て
居

て
は
、
生
産
者
保
護
の
賓
が
奉
ら
向
司
』
芭
に
な
る
。
然
hr
も
ニ
の
ヂ

v
y
?
を
都
合
よ
〈
解
決
す
る
カ
は
岡
家
に

は
供
っ
て
居
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
し
v
申
謬
ま
で
に
双
方
に
あ
ま
り
嘗
h
障
'
り
の
な
い
好
い
加
減
な
こ
芭
を
し
て

置
(
か
、
詳
言
す
れ
ば
や
、
保
護
関
税
ら
し
い
閥
税
を
設
け
て
而
か
も
ぞ
の
税
率
は
徐
り
高
〈
せ
な
い
で
生
産
者

も
安
神
し
消
費
者
も
依
り
苦
情
を
言
は
ぬ
胡
何
度
の
も
の
を
設
り
て
置
〈
か
、
然
ら
ゲ
れ
ば
思
ひ
切
っ
て
一
方
の
利

盆
は
聞
も
主
正
し
て
は
消
長
者
の
利
盆
は
多
少
之
を
犠
牲
に
す
る
ご
も
他
方
の
利
益
を
棺
議
す
べ
き
、
郎
も
生
産

奨
胤
を
園
る
ぺ
き
態
度
を
取
る
か
、
何
れ
か
に
向
っ
て
準
み
行
〈
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
岡
家
が
生
産
者
Z
消
費
者
ご
双
方
か
ら
あ
ま
り
悪
(
思
は
れ
な
い
で
、
所
謂
好
い
児
に
な
っ
て
行
か
ん

然
め
に
、

ぃ
、
加
械
の
程
度
以
下
の
関
税
を
設
げ
て
お
茶
を
濁
き
ん
ご
す
る
場
合
は
、
産
業
政
策
ご
し
て
は
そ
れ

は
殆
ん
H

と
無
意
味
の
-
』
ご
で
賞
は
少
し
も
内
地
産
業
保
護
の
殺
呆
は
拳
げ
得
な
い
で
、

た
い
多
少
の
不
利
盆
を
消

費
者
い
奥
ふ
る

rり
の
結
果
を
見
る
に
過
ぎ
ぬ
。
従
て
新
〈
の
如
き
態
度
は
最
も
排
尿
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然

ら
ば
礎
る
所
岡
家
は
内
地
生
産
保
護
の
潟
め
に
は
消
費
者
の
迷
惑
を
も
顧
み
や
、
相
官
程
度
以
上
の
高

ν関
税
率

を
設
げ
る
外
は
な
い
の
だ
が
、
捗
て
郁
っ
て
今
小
説
声
関
税
に
関
す
る
現
賓
の
問
題
ご
し
て
、

か
、
る
政
策
の
行
は

町長

論

小
委
u
A
小
豪
州
柑
櫛
程
引
上
是
非

第
十
九
巻

{
第
宜
腕

:1L 
) 

ーヒ

七
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首'"

小
事
及
小
市
宮
粉
附
枯
引
上
是
非

川
m
J
l

九
谷

(
第
五
時
師

九
四
)

一仁

J又

る
、
こ
ご
の
可
否
如
何
ご
見
る
に
、
私
は
ど
う
し
て
も
斯
か
る
保
護
政
策
の
太
い
に
推
奨
せ
ら
る
ぺ
き
理
由
を
見

出

L
粂
ね
る
。

な
品
」
か
正
請
へ
ば
、
前
に
之
を
遁
ぺ
た
や
う
に
、
今
日
の
小
市
宮
市
伎
の
値
頃
ざ
勢
貨
共
他
の
生
産
費
ご
の
釣
合

を
以

τし
て
は
、
関
税
が
七
十
時
岨
や
牽
国
位
引
上
げ
ら
れ
た
品
川
で
は
、
内
地
の
農
家
は
ゐ
ま
り
多
〈
小
突
生
産
の

増
加
を
行
ム
ニ
ご
に
は
な
る
ま
い

Z
思
は
品
、
か
ら
、
そ
の
増
猟
を
刷
る
治
め
に
は
、
も
つ
ご
づ
っ

Z
関
税
の
引

上
を
行
は
ね
ば
駄
目
に
が
、

き
て
斯
〈
の
如
〈
に
ま
で
し

τ内
地
の
小
市
宮
市
-
衡
を
騰
貴
せ
し
む
る
こ
之
は
、
我
岡

一
般
の
消
費
の
獄
態
か
ら
ご
凶
民
食
料
問
題
ゆ
上
炉
ら
正
、
我
闘
今
後
の
一
般
的
国
民
活
動
の
上
か
ら
ご
之
を
見

τ、
決
し
て
有
利
な
ら
さ
る
べ
き
を
信
号
、
さ
る
を
得
な
レ
か
ら
で
あ
る
。
小
療
は
米
穀
ご
見
返
っ

τ、
そ
の
市
債
椋

準
は
大
館
に
世
界
的
に
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
今
我
闘
が
小
市
営
に
劃
し
て
高
苦
闘
税
を
賦
課
す
れ
ば
、
現

在
の
賞
放
の
績
〈
限
h
ノ
・
我
閥
内
の
小
粛
す
市
償
標
準
は
凡
そ
其
の
関
税
額
た
り
世
界
標
準
市
街
以
上
に
上
ぽ
る
も

の
吉
見
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従

τ之
を
消
費
す
る
閑
民
一
般
は
世
界
の
人
々
よ

h
も
そ
れ
に
け
高
い
小
姿
を
消
費

す
る
こ
ご
、
な
り
、
そ
の
消
費
者
=
し

τの
負
擦
は
そ
の
程
度
仁
於
℃
世
界
ぽ
準
並
よ
り
も
多
〈
、
国
民
生
活
は

類
に
も
周
ゐ
ら
る
、
け
引
い
ド
こ
、

そ
れ
に
け
川
ン
ヂ
キ
ャ
ッ
プ
附
け
ら
る
、
次
第
で
あ
る
。
然
る
に
小
古
賀
は
英
の
一
部
分
は
賛
律
ロ
川
正
し
て
の
菓
子

是

ω大
部
分
は
姐
包
や
素
麺
や
う
ど
ん
や
の
如
き
園
民
一
般
特
仁
中
流
以
下

ω生

活
ey錯
す
も
の
に
依
て
消
費
せ
ら
る
、
食
糧
の
原
料
ご
し
工
用
ゐ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
そ
[
て
又
そ
の
消
費
は



農
家
の
聞
に
も
か
な
り
多
量
に
行
は
る
、
も
の
で
あ
る
。
然
か
も
又
夏
に
は
此
稲
の
小
説
芦
製
品
は
米
穀
が
不
足
し

そ
の
債
格
の
著
し
〈
騰
貴
せ
る
如
、
き
場
合
に
は
、
米
穀
の
補
充
Z
し
て
周
ゐ
ら
れ
、
叉
米
穀
的
一
不
足
せ
ざ
る
卒
常

時
に
於
て
も
都
市
及
農
村
に
於
け
る
下
級
生
活
者
の
間
に
は
随
分
康
〈
補
充
的
食
料
ご
し
て
用
ゐ
ら
る
、
も
の
で

あ
る
o

ぞ
れ
に
今
其
の
小
委
に
重
税
が
謀
せ
ら
れ
て
市
街
勝
賞
を
見
る
に
於
て
は
、
此
等
多
数
の
下
級
消
費
者

は
、
随
分
ご
も
に
そ
の
消
費
負
擦
を
大
に
せ
ら
る
、
次
第
で
、

之
は
・
我
が
凶
民
生
活
に
取
っ
て
は
、
随
分
大
き
な

苦
痛
ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
か
も
一
方
米
穀
の
図
内
に
於
け
る
需
給
扶
態
を
見
れ
ば
、
年
に
依
り
多
少
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、
国
内
生
産
の

供
給
は
ご
か
〈
閥
民
の
金
需
要
を
充
す
に
足
ら
子
、

き
れ
ば
正
て
今
開
墾
助
成
や
多
牧
穫
奨
胤
や
農
一
帯
一
般
の
技

術
的
並
び
に
経
済
的
改
良
を
行
っ
て
見
た
所
で
、
今
後
十
分
に
米
穀
に
於
一
t
我
が
岡
家
内
に
於
け
る
完
全
な
る
白

給
扶
践
を
作
L9
出
す
ご
ご
は
頗
る
困
難
な
一
、

z
、
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
等
の
諸
方
面
に
於
吋
る
岡
家
や
地
方

自
治
鱒
や
農
曾
な
ぎ
の
努
力
は
淘
に
多
正
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
け
れ
ど
、
将
来
の
問
題
芭
し
て
米
穀
自
給
自
足
の

蚊
態
の
完
全
に
質
現
さ
れ
ん
見
込
は
先
ヴ
鉱
山
レ
も
の
だ
こ
私
は
信
じ
て
居
る
。
従
て
今
後
閥
民
食
糧
三
し
て
米
殺

は
常
に
何
程
か
づ
、
は
不
足
す
る
傾
向
に
わ
也
も
の
ご
見
る
外
は
な
〈
、
現
今
の
農
村
の
賢
奴
よ
り
察
す
れ
ば
悪

ぐ
し
た
ら
其
の
不
足
額
は
年
芭
共
に
増
加
す
る
傾
向
に
こ
そ
向
へ
、

あ
ま
ム
り
減
少
す
る
見
込
ゐ
h
J
Z
は
せ
ら
れ
ぬ

-
次
第
で
、
そ
の
不
足
骨
補
ふ
事
へ
き
他
の
岡
民
食
料
品
は
そ
の
供
給
を
十
分
に
す
る
こ
三
を
A
ー
か
ら
飽
〈
考
へ

τ置

日午

I自

小
婆
及
小
委
粉
閥
棺
引
上
是
非

的
用
イ
ヵ
巻

(
第
五
挽

九
五
)

ヒ

ブι



存守

論

小
多
民
A
小
多
静
岡
税
引
上
是
非

第
十
九
巻

(
第
五
挽

九
六
}

七
三

O

か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
そ
の
補
充
食
料
品
ご
し
て
は
婆
類
特
に
小
多
が
最
も
重
要
の
も
の
た
る
べ
き
ニ
Z
議
論

な
き
所
で
あ
る
。
或
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
我
国
民
り
常
食
糧
が
漸
次
米
穀
よ
b
小
変
に
移
っ
て
行
〈
こ
Z
が
、
我

一
炉
閤
民
生
活
を
し

τ世
界
並
た
ら

L
む
る
勅
に
於
て
、
甚
に
喜
ぶ
べ
き
所
Z
考
へ
ら
る
、
程
の
こ
ご
で
あ
る
。

所
が
突
に
問
題
正
な
る
こ
ご
は
、
補
充
的
闘
民
食
料
ご
じ
て
小
市
首

ω供
給
を
潤
津
に
す
る
必
要
か
は
刊
と
に
大
な

;
せ
ば
、
そ
の
圏
内
に
於
げ
る
生
産
を
奨
励
す
る
こ
吉
司
』
そ
大
い
に
必
要
で
、
そ
の
矯
め
に
小
番
殺
の
引
上

は
必
要
侠
「
ぺ
か
ら

5
る
所
村
い
ご
い
ふ
議
論
の
直
ち
に
出
て
来
る
こ
ご
で
あ
る
o

併
し
よ
〈
考
へ
て
見
な
け
れ
ば

な
ら
凶
が
、
抑
も
我
園
に
於
て
小
突
の
裁
培
を
関
税
で
奨
励
す
る
位
で
生
産
増
加
の
大

ν
に
行
は
る
べ
き
見
込
が

ゐ
る
に
ら
う
か
。
我
が
農
業
の
よ
ム
要
第
一
の
作
物
た
る
米
穀
す
ら
近
頃
段
々
生
産
に
カ
時
四
が
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ

τ来
た
時
勢
で
あ
る
o

其
他
一
般
的
じ
農
業
疲
弊
し
農
村
荒
摩
L
農
民
は
段
々
に
農
業
を
拾
て
、
都
曾
仁
移
り
住

は
ん
ご
す
る
時
勢
で
あ
る
。
此
の
時
勢
の
下
に
於
て
少
々
関
税
を
引
土
ぐ
る
位
の
こ
正
で
小
愛
生
産
が
大
い
に
晴

加
し
て
、
他
日
米
穀
の
不
足
を
補
ふ
に
足
る
べ
き
自
給
的
生
産
が
園
内
に
於
て
行
は
る
、
に
至
る
べ
し
言
は
、
中

々
容
易
に
想
像

L
難
い
所
で
は
あ
る
ま
い
か
。
現
在
内
地
に
於
り
る
小
多
の
総
需
要
量
約
人
百
依
高
石
に
し
て
之

に
罰
す
る
園
内
生
産
の
不
足
額
二
百
徐
高
石
、
郎
も
約
四
分
一

ω不
足
で
ゐ
る
。
こ
の
莫
大
な
る
不
足
を
補
ふ
ぺ

〈
園
内
生
産
を
増
加
せ
ん
ニ
ご
は
、
米
穀
に
於
け
る
園
内
生
産
の
不
足
を
補
ム
ペ
〈
米
穀
の
生
産
増
加
を
行
ム
よ

ト
り
も
、
夏
に
困
難
な
こ
正
、
せ
な
り
れ
ば
な
ら
心
。



• 
ぞ
れ
に
又
米
穀
は
我
圏
内
で
生
産
き
れ
た
も
の
で
な
〈

τは
、
園
民
一
般
の
噌
好
に
遁
せ
ぬ
の
げ
い
か
ら
、
ど
う

で
も
こ
う
で
も
園
内
の
生
産
増
加
を
固
る
必
要
が
あ
る
。
郎
も
そ
の
生
産
増
加
を
園
る
ぺ
〈
生
産
を
奨
励
す
る

は
、
た
ャ
農
家
保
護
の
矯
め
で
は
な
〈
、
買
に
同
時
に
消
費
者
の
必
要
ご
す
る
も
の
を
供
給
し
得
ん
が
縛
め
で
ゐ

る
o
所
が
小
変
に
至
つ
て
は
、
闘
内
で
出
来
た
も
の
ご
轍
入
き
る
、
も
の
ご
の
聞
に
さ
ほ
ど
品
質
の
相
違
な
〈
、

多
少
は
ニ
れ
あ

h
ご
す
る
も
ど
う
せ
粉
に
し

τ麺
砲
や
素
麺
に
す
る
の
ピ
か
ら
、
御
飯
に
炊
い
て
其
催
に
食
べ
る

米
殺
の
如
(
、
外
岡
産
の
不
通
賞
を
見
な
い
。
然
か
も
そ
の
小
説
首
は
米
国
や
加
奈
陀
や
濠
木
利
の
如
き
か
ら
主
ご

し
て
輸
入
せ
ら
れ
、
此
等
の
図
々
は
闘
が
若
〈
従

τ土
地
が
若
〈
、
そ
の
生
産
は
大
規
模
で
機
械
の
使
用
庚
く
行

は
れ
・
要
す
る
に
安
き
生
産
費
で
豊
富
に
生
産
の
行
は
る
、
図
々
で
め
る
。
そ

ω図
々
で
出
来
た
安
V
小
劇
置
を
自

由
に
輪
入
せ
な
い
で
、
我
闘
で
強
い

τそ
の
自
給
生
産
を
行
は
ん
ご
す
る
が
如
き
は
、
狗
に
愚
か
な
る
考
t
謂
ふ

外
は
な
い
。

何
れ
に

Lτ
も
園
民
食
糧
Z
し
て
米
己
変
Z
は
よ
ほ
H

と
一
違
っ
た
地
位
に
在
る
。
米
の
自
給
生
産
hr
行
ふ
こ
古
に

就
い
て
考
へ
ら
る
、
所
の
も
の
が
、
直
も
に
そ
の
儲
姿
に
就
い
て
も
考
へ
ら
れ
、
米
に
閲
す
る
議
論
が
直
も
に
そ

の
健
市
営
に
も
嘗
彼
ま
る
も
り
で
は
な
い
。
然
L
米
に
閲
す
る
議
論
芭
姿
に
閲
す
る
議
論
ご
の
異
同
を
此
上
真
に
詳

し
〈
試
む
る
必
要
は
本
論
文
に
於
て
は
認
め
ら
れ
ぬ
か
ら
、
そ
れ
は
お
預
り
仁
し
て
置
(
が
、
兎
も
角
私
は
低
h
I

程
度
の
小
委
関
税
引
上
は
生
産
奨
附
策
ご
し
て
無
放
ザ
い
か
ら
賛
成
出
来
ぬ
o

き
れ
ば
さ
て
十
分
高
い
科
皮
の
閥
稔

時

論

小
宴
及
小
宴
掛
嗣
輯
引
上
是
非

第
十
九
巻

(
第
五
競

九
七
)
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(
第
五
税

引
上
を
行
っ

τも
消
費
者
の
迷
惑
す
る
所
の
多
大
な
る
に
比

Lτ
生
産
増
加
を
資
す
ぺ
き
致
巣
は
薄
〈
、
内
国
に

時

前

よ

m
要
及
小
委
粉
刷
桔
引
上
是
非

第
十
九
巻

カ」
λ 

f二

於
げ
る
自
給
扶
態
を
叫
迫
り
出
す
が
如
、
さ
考
は
、
空
想
わ
い
る
に
過
ぎ

F
る
の
み
な
ら
十
、
た
ご
へ
そ
れ
が
寅
現
出
来

る
ニ
古
で
あ
っ
て
も
、
小
変
の
如
き
世
界
的
産
物
の
債
格
を
う
ん
ご
釣
上
げ
て
消
費
者
を
苦
め
て
迄
自
給
生
産
扶

践
を
質
現
せ
し
む
る
必
要
は
な
い
γ

正
信
十
る
か
ら
、
之
仁
一
賛
成
出
来
凶
o

自
給
獄
態
Z
レ
ム
こ
芭
が
巴
に
消
費
者

a

本
位
な
る
を
忘
れ
て
は
な
ら
m
H
G

号
し

τぞ
れ
は
生
産
増
加
の
潟
め
で
は
な
く
、
た
い
農
家
を
庇
護
せ
ん
が
潟
め

た
る
に
過
ぎ
ぬ
ご
な
ら
ば
、
そ
ん
な
片
手
落
ち
な
農
業
保
護

1
l切
言
す
れ
ば
農
業
じ
劃
す
る
一
種
の
ア
エ
ポ

P

チ
ズ
ム
に
は
断
じ
て
賛
成
出
来
兼
ね
る
の
で
あ
る
。
私
は
農
業
保
護
の
必
要
は
切
に
之
を
戚
じ
て
居
る
、
叉
農
家

の
縛
め
に
常
に
論
議
も
縛
し
て
居
る
。
け
れ
ど
も
フ
エ
ポ
?
チ
ズ
ム
は
断
じ
て
排
尿
す
る
者
で
ゐ
る
。
そ
ニ
で
結

局
今
日
の
場
令
小
説
罫
闘
我
の
引
上
に
は
、
賛
成
す
べ
き
理
由
を
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

総
べ
て
上
に
通
点
る
所
は
主
ご
し

τ小
市
首
関
税

ω引
上
げ
に
就
い
て
の
議
論
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
小
袋
一
粉
関
税

引
上
に
つ
い
て
は
如
何
に
ご
い
ふ
に
、

そ
れ
は
前
に
も
一
言
し
た
や
う
に
小
券
関
税
引
上
に
謝
す
る
補
助
的
の
意

味
合
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
小
市
営
関
税
引
上
が
不
可
た
ら
ば
、
小
市
首
粉
閲
枕
の
引
上
も
併
せ
て
不
可
ご
せ
ら
る
、

こ
吉
、
な
る
o

一
冗
京
市
小
会
粉
闘
税
引
上
が
小
山
宮
関
税
引
上
正
併
せ
て
主
張
せ
ら
る
、
は
、
品
偶
者
の
引
上
を
の
み
行

っ
て
前
者
の
引
上
を
行
は
な
り
れ
ば
、
総
入
は
小
市
営
の
ま
、
で
は
行
は
れ
宇
多
〈
小
山
芦
粉
正
な
っ
て
総
入
き
る
、



，
-
吉
、
、
な
h
、
新
〈
て
は
内
地
農
業
の
保
護
の
目
的
も
達
せ

ιれ
な
い
に
加
へ
て
、
内
地
の
製
粉
事
業
に
大
打
撃

を
奥
ふ
る
こ
ご
、
な
り
、
折
角
の
小
察
関
税
引
上
が
共
放
呆
を
暴
げ
得
ざ
る
ニ
吉
、
な
る
矯
め
た
る
に
外
な
ら

yJ. 
0 然

ら
ば
今
般
b
に
小
市
営
粉

rけ
の
関
税
引
上
を
の
み
行
ふ
も
の
ご

L
て
、
小
委
関
税
の
引
上
Z
切
離
し
て
考
へ

て
見
た
ら
ば
ど
う
な
る
か
ご
い
ふ
に
、
小
A
A
粉
闘
税
の
引
上
に
依

τ小
市
営
粉
は
輸
入
が
無

t
な
っ
て
も
、
小
愛
の

関
税
が
引
上
げ
ら
れ
な
い
に
於
て
は
外
国
産
小
券
は
依
然
ご
し
て

H

と
ん
〈
¥
聡
入
さ
る
、
斜
め
に
内
地
に
於
げ
る

小
委
の
供
給
は
些
か
で
、
そ
の
市
伎
の
騰
貴
金
見
る
こ
ど
も
な
(
、
農
生
産
者
に
劃
し
て
は
、
そ
は
何
等
の
保
護

に
も
な
り
得
な
い
。
従
て
農
村
振
興
策
ご
し
て
は
無
意
義
で
又
無
関
係
の
こ
正
に
な
う
て
し
ま
う
。
た

u
y
Z
う
な

れ
ば
内
地
の
製
粉
業
者
ば
か
り
は
大
い
に
仕
事
が
殖
へ
、

そ
の
製
品
も
高
〈
貰
れ
て
随
喜
の
涙
を
流
す
甲
}
芭
で
あ

ら
う
o

然
し
今
日
消
費
者
の
利
盆
を
犠
牲
に
し
て
製
粉
業
を
特
別
に
保
護
す
る
必
要
は
毛
頭
無
い
か
ら
、
そ
ん
な

小
姿
関
税
の
引
上
に
件
は

F
る
小
官
官
粉
関
税
の
引
上
な
ど
い
ふ
こ

Z
は
、
今
時
問
題
に
は
な
り
得
な
い
の
で
あ

る。
新
る
が
故
に
小
委
粉
関
税
の
引
上
は
小
市
営
関
税
の
引
上
に
劃
す
る
お
附
合
ご
し
て
、
補
充
的
の
意
味
に
於

τ問

題
ご
な
っ
た
も
の
た
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
従
て
之
に
つ
い
て
は
、

之
れ
以
上
論
争
べ
き
所
は
な
い
。
(
完
)

時

諭

小
宴
及
小
宴
掛
閥
揖
引
上
是
非

第
十
九
巷

(
第
五
椀

九
九
)
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